
大雪 山「雪壁雪渓」の最近 の消長

°
高橋修平、亀口貴雄、榎本浩之、

1  は しめに

北海道中央部 。大雪山系高根ケ原東斜面に

位置する「雪壁雪渓」については、雪渓の雪

氷学的調査が、北海道大学低温科学研究所・

雪渓研究グループによ り1964年か ら1979年に

かけて 16年 間行われてきたが (木下他.1965:

若浜他,1968な ど)、 その後、調査は中断さ

れていた。このように長年にわたり跡調査が

行われ てい る雪渓は、他に 日本国 内では北ア

ルプスの「はまぐり雪」雪渓、内蔵助雪渓な

どがあるのみで、気候変化指標の一つとして

貴重な存在となっている。北見工業大学雪渓

研究グループは 1989年 に雪渓消耗末期におけ

る「雪壁雪渓J調査観測を再開したので、こ

れまでの調査報告を行う。

2 調査方法
消耗末期の9月 末あるいは 10月 初めに、三脚

付きポケットコンパスにより雪渓の簡易測量

を行った。雪渓周辺には5点 の測量基点が設け

られており、その基点から雪渓周囲の主要点

を最寄 りの基点からの磁方位 (読 み取り精度

1° )および距離 (読 み取り精度01m)を 測

定することにより、雪渓の周囲形状を演1量 し

た。また、雪渓縦断面図を得るために、上部

のNo l基 点から最大傾斜方向の 1直線上の雪

渓表面高測定を行った。

3 調査結果
図 1に 1989年 および1992年の雪渓の状況写

真、図 2に 1989年 から1992年にかけての各年

の雪渓形状平面図を示す。雪渓規模は 1989年

から3年間は減り続け1991年は、ほ|ま消失に

近い状態まで縮小 したが、1992年 はかなり大

きい規模に回復 した。

百武欣二 (北見工業大学 )

1989年 9月 29日

1991年 9月 30日

図 1

1992年 9月 28日
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Yukikabe perennial snow patch in Ml.Daisetsu, Hokkaido

図2.「雪壁雪渓」消耗末期の平面図 (1989年 ～1992年 )
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図 3.「 雪壁雪渓」の消耗末期面積の年変動
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図 3に 1964年以来の「雪壁雪渓」の面積の

年々変動を示す。ただし、ぞれそれの観測時

期は 9月 初めの場合もあって、まちまちであ

るので、雪渓規模と積算温度の関係 (成瀬他、

1972)か ら、消耗末期の値に補正 してある。

途中、観測空自期間はあるが、規模が大きか

ったのは1973年から1977年 、1979年および今

回の1992年 はそれに匹敵する大きさとなった。

4 雪渓規模変動の原因
今回の観測結果における特徴の一つは1991

年にほとんど雪渓が消滅し、1992年には非常

に大きくなったことである。この原因につい

て考察する。

雪渓規模の消長原因は大きく分けると、涵

養量変化による場合と消耗量変化による場合

が考えられる。雪渓涵養量は一般には冬期間

降雪量に依存するが、雪壁雪渓の場合、地形

から高根が原の吹きだまり型涵養であると考

えられ、冬期の積雪状況は、雪渓上部斜面は

高根ケ原の台地平面とほぼ同じ高さで張りだ

しているとの報告もあり、消耗初期の雪渓高

さは、ほぼ一定と考えることが出来る。する

と雪渓規模変動の主原因は消耗期にあること

になり、佐藤他 (1981)は雪渓規模変動の主

原因は夏期の気温変動による消耗量変化と雪

渓規模の関連を求めている。

そこで気温との関連を調べるために、最寄

りの気象官署である旭川の気温から、気温逓

減率 06℃ /100mと して雪壁雪渓の標高での

気温を推定 した。そのとき月平均気温が正と

なるのは 5月 から 9月 であるので、この期間

が消耗期間であると考えて 5月 ～ 9月 の夏期

平均気温を求め、その経年変化を図 4に 示す .

雪渓規模が最小となった1991年 に夏期気温が

特に高いということはなく、この 4年間で一

番高いのは1990年であった。

図 5には、雪渓平面積と夏期平均気温との

関係を示す。気温が高いとき融解が促進され

るとすれば、表面積は気温は逆相関をもつこ
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とになる。1978～ 1992年の間の関係によれば、

逆相関の関係がみられるが、1991年 だけは、

気温がそれほど高 くもないのに面積が小さく、

これらの関係か ら外れている。

5 火山灰の影響
1991年の雪渓消滅の原因を考えるとき、そ

の他の原因として可能性があるのは、1988年

12月 か ら1989年 3月 にかけての十勝岳噴火によ

る火山灰降灰である。図 1の 雪渓状況写真か

らわかるよ うに、 1989年は表面が汚れている

が、 1992年は汚れは無 く、きれいである。こ

の十勝岳の噴火による火山灰降灰の事実は、

「雪壁雪渓 J南方約 10kmに 位置するヒサゴ沼

雪渓でも確認されている。雪渓表面には積雪

期における直接の降灰および後か ら融雪期に

火山灰が吹き寄せ られることなどが考えられ

るが、いずれにせよ1991年までは、雪渓消耗

期に古い積雪層が現れると表面は非常に黒 く

汚れた状態になっていた。

この表面汚れによ り、アルベー ドが減少 し

日射吸収が促進 されたとすると、1991年 にい

たる消滅まで、消耗が進行 したことが説明で

きる。高橋他 (1981)の雪壁雪渓に熱収支計

算を応用す ると、仮に、アルペー ドが05か ら

02に 半減 したとするとき約 50W・ m2.day lの 吸

収熱量増加が見込まれる。この増加は気温と

融解量の関係に換算するとき、約 1度 ℃の温

度上昇に相当する。この効果により1989年か

ら1991年は消耗が促進されて消滅に至ったと

考えられる。また、1992年は、ほとんど雪渓

が無い状態から涵養が行われ、一冬の積雪の

みで堆積が行われたため、融解期になっても

きれいなままで存在 したと考えられる。

この考えを過去にさかのぼると、1962年 7月

に大きな災害をもたらした十勝岳大噴火が注

目される。そして図 3の 雪渓表面積変化をみ

ると、観測開始をした1964年にほとんど雪渓

は消滅 している。この前後の気象条件をさら

に詳しく調べる必要があるが、1962年の噴火

後におけるこの雪渓消滅は、火山灰の融雪促

進効果が十分考えられ、今回の 1991年 雪渓消

滅の状況とよ く一致 していると言える。
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